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は
じ
め
に

２
０
２
３
年
４
月
に
16
年
間
勤
務
し
た
金
融
機
関
か
ら
大
学
教

員
に
転
身
し
た
著
者
は
、
実
務
経
験
を
活
か
し
た
教
育
を
重
視
し
、

学
外
の
社
会
人
と
学
生
の
交
流
を
促
進
し
て
い
る
。
具
体
的
な
取

り
組
み
は
大
き
く
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
金
融
機
関
で
の
実
務
経
験

を
通
じ
て
得
た
、
リ
ス
ク
管
理
や
顧
客
対
応
な
ど
の
知
識
・
ス
キ
ル

を
学
生
に
伝
え
、
彼
ら
が
実
社
会
で
即
戦
力
と
し
て
活
躍
で
き
る

よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
業
界
の
専
門
家
を
招

い
た
講
演
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
学
生
が
専
門
家
へ

の
直
接
質
問
や
学
生
同
士
の
意
見
交
換
を
行
う
場
を
提
供
す
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
担
当
科
目
「
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス

論
」
と
講
義
以
外
の
取
り
組
み
を
通
し
て
紹
介
し
た
い
。

1
．
担
当
科
目「
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
論
」の
概
要

「
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
論
」
で
は
、
食
品
産
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
、
流
通
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
広
く
教
え

て
い
る
。 

講
義
で
は
、
理
論
的
な
知
識
だ
け
で
な
く
実
務
経
験
を

踏
ま
え
た
具
体
的
な
事
例
を
紹
介
し
、
学
生
が
実
際
の
ビ
ジ
ネ
ス

シ
ー
ン
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
よ
う
工
夫
を
欠
か
さ
な
い
。

2
． 

食
品
製
造
業
や
外
食
産
業
に
つ
い
て

身
近
な
企
業
を
題
材
に
講
義

講
義
で
は
、
食
品
製
造
業
や
外
食
産
業
の
身
近
な
企
業
を
題
材

に
取
り
上
げ
る
。
例
え
ば
、
国
内
外
の
有
名
食
品
メ
ー
カ
ー
や
レ
ス

ト
ラ
ン
チ
ェ
ー
ン
の
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
・ 

成
功
事
例
を
分
析
し
、
学

生
が
実
際
の
企
業
活
動
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
学
生
は
理
論
を
実
践
に
結
び
つ
け
る
力
を
養
え
る
。
具

体
的
に
は
、
国
内
の
大
手
乳
業
メ
ー
カ
ー
や
世
界
的
な
乳
業
メ
ー

カ
ー
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
詳
し
く
説

明
し
て
い
る
。
ま
た
、
外
食
産
業
の
分
野
に
つ
い
て
、
国
内
外
の

有
名
な
レ
ス
ト
ラ
ン
チ
ェ
ー
ン
を
題
材
に
取
り
上
げ
、
ビ
ジ
ネ
ス

戦
略
の
内
容
や
企
業
ご
と
の
特
徴
な
ど
も
解
説
す
る
。

学
生
と
社
会
人
の
架
け
橋
と
な
る

実
践
的
教
育
の
実
践
へ

―
実
学
主
義
を
意
識
し
て
―

犬
田 

剛

東
京
農
業
大
学 

国
際
食
料
情
報
学
部 

助
教
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3
．
業
界
の
関
係
性
を
具
体
的
に
説
明

企
業
間
の
関
係
性
に
つ
い
て
も
具
体
的
な
事
例
紹
介
を
行
っ
て

い
る
。
例
え
ば
、
大
手
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
大
手
商
社
と
の

関
係
性
を
取
り
上
げ
、
商
品
の
供
給
チ
ェ
ー
ン
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
戦
略
の
連
携
に
つ
い
て
解
説
。
こ
れ
に
よ
り
、
学
生
は
業
界
全

体
の
構
造
や
企
業
間
の
協
力
関
係
を
理
解
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
複
雑

さ
を
認
識
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

4
．
専
門
家
を
招
い
た
講
演
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施

「
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
論
」
の
講
義
以
外
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

農
業
・
食
品
関
連
業
界
の
専
門
家
を
招
き
、
最
新
の
ビ
ジ
ネ
ス
ト

レ
ン
ド
や
技
術
動
向
に
つ
い
て
の
講
演
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
学
生
と
専
門
家
（
社
会
人
）
と
の
直
接

交
流
の
機
会
を
設
け
る
よ
う
に
も
心
が
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
交

流
を
通
じ
、
学
生
は
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
役
立
つ
人
脈
を
築

く
こ
と
が
で
き
、
就
職
活
動
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
機
会
を
広

げ
て
い
け
る
は
ず
だ
。
ま
た
、
専
門
家
か
ら
直
接
、
実
際
の
ビ
ジ

ネ
ス
シ
ー
ン
で
の
知
識
や
経
験
を
学
ぶ
こ
と
で
、
理
論
だ
け
で
な

く
実
践
的
な
ス
キ
ル
や
知
識
も
習
得
で
き
る
。 

お
わ
り
に

こ
の
よ
う
に
「
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
論
」
で
は
、
理
論
と
実
践
を

結
び
つ
け
る
こ
と
を
重
視
し
、
具
体
的
な
事
例
を
通
じ
て
学
生
が

実
際
の
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
よ
う
工
夫
し
て

き
た
。
ま
た
、
講
義
以
外
に
は
、
専
門
家
を
招
い
た
講
演
会
等
を

積
極
的
に
開
催
し
、
学
生
と
社
会
人
の
架
け
橋
と
な
る
取
り
組
み

も
推
進
中
だ
。
食
品
製
造
業
や
外
食
産
業
の
身
近
な
企
業
を
題
材

に
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
学
生
は
理
論
を
実
践
に
結
び
つ
け
る
力

を
身
に
つ
け
ら
れ
る
。
企
業
間
の
関
係
性
を
具
体
的
に
学
ぶ
こ
と

で
、
学
生
は
業
界
全
体
の
構
造
や
企
業
間
の
協
力
関
係
、
ビ
ジ
ネ

ス
の
複
雑
さ
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
も
な
る
。

今
後
も
、
学
生
が
実
社
会
で
活
躍
で
き
る
よ
う
、
実
務
経
験
を

活
か
し
た
教
育
方
法
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
彼
ら
の
成
長
を
支

援
し
て
い
き
た
い
。
筆
者
の
取
り
組
み
を
通
じ
、
学
生
が
将
来
の

キ
ャ
リ
ア
に
対
す
る
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
て
る
よ
う
に
な
れ
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。
任
期
は
あ
と
２
年
だ
が
、
教
育
現
場
で
の
新
た

な
挑
戦
を
楽
し
み
な
が
ら
、
学
生
と
共
に
成
長
し
て
い
く
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。
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は
じ
め
に

大
正
大
学
は
、
文
部
科
学
省
の
令
和
２
年
度
「
知
識
集
約
型
社

会
を
支
え
る
人
材
育
成
事
業
」
に
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
事
業
を
基

盤
と
し
て
、
本
学
の
建
学
の
理
念
で
あ
る
「
智
慧
と
慈
悲
の
実
践
」

の
具
現
化
で
あ
る
「
学
生
が
生
涯
を
通
じ
て
自
己
と
他
者
の
た
め

に
努
力
で
き
る
」（
神
達
知
純
学
長
）
人
材
育
成
を
可
能
に
す
べ
く
、

学
部
改
組
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
流
れ
の
中
で
、
２
０
２
４
年
の
学
部
改
組
に
よ
り
「
人
間

学
部
」
が
設
置
さ
れ
た
。
本
学
の
人
間
学
部
は
、
１
９
９
３
年
に

一
度
設
置
さ
れ
、
そ
の
後
の
社
会
、
教
育
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
変
化

に
柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
２
０
２
０
年
に
募
集
を
停
止
し
て
い
る
。

再
度
人
間
学
部
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
に
当
た
り
、
強
く
意
識
し

た
の
は
学
生
に
よ
る
自
律
的
な
学
修
で
あ
る
。
こ
れ
は
建
学
の
理

念
に
も
、
現
代
の
教
育
が
目
指
す
学
生
を
主
体
と
す
る
教
育
に
も

適
う
目
標
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
人
間
学
部
に
お
け
る
学
生
の
自

律
的
な
学
修
を
意
図
し
た
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
述
べ
る
。

大
正
大
学
人
間
学
部
の
ル
ー
ツ

1本
学
は
複
数
の
宗
派
の
集
ま
る
仏
教
連
合
大
学
と
し
て
、
１
９

２
６
年
に
開
設
さ
れ
た
。
現
在
は
天
台
宗
、
真
言
宗
豊
山
派
、
真

言
宗
智
山
派
、
浄
土
宗
、
時
宗
が
運
営
に
参
加
し
、
大
乗
仏
教
精

神
に
基
づ
く
「
智
慧
と
慈
悲
の
実
践
」
を
建
学
の
理
念
と
し
、「
４

つ
の
人
と
な
る
」
を
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
示
し
て
い
る
［
図
１
］。

［
図
１
］
に
あ
る
よ
う
に
、「
４
つ
の
人
と
な
る
」
で
は
「
慈
悲
」

「
自
灯
明
」「
中
道
」「
共
生
」
の
４
つ
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
自
分
、

他
者
、
社
会
の
よ
り
良
い
関
係
を
目
指
す
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
仏
教
系
の
大
学
で
あ
り
な
が
ら
も
、
こ
れ
ら
を
具
体

的
に
探
究
す
る
た
め
に
、
本
学
に
は
開
設
時
か
ら
「
社
会
事
業
研

究
室
」
が
あ
り
、
専
門
の
講
座
も
開
か
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、

人
と
は
、
社
会
と
は
、
を
探
究
し
、
ま
た
そ
れ
ら
の
よ
り
良
い
状

況
を
作
っ
て
い
く
た
め
の
実
践
、
教
育
、
研
究
が
行
わ
れ
て
お
り
、

学
生
の
自
律
的
な
学
修
を
目
指
し
て

大
正
大
学
人
間
学
部

　・
　新
保 

祐
光 

﹇
人
間
学
部
長
﹈

明日への試み

ち  

え

か
ん
だ
つ 

ち
じ
ゅ
ん

か
な

ぶ 

ざ
ん

ち 

さ
ん

じ
し
ゅ
う
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そ
の
伝
統
が
１
０
０
年
近
く
続
い
て
い
る
。

こ
の
過
程
で
、
人
間
と
は
何
か
、
社
会
と
は
何
か
を
仏
教
も
包

含
し
つ
つ
、
多
様
な
視
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
た
め
の
学

部
と
し
て
、
人
間
学
部
が
１
９
９
３
年
に
創
設
さ
れ
た
。

こ
こ
に
本
学
の
人
間
学
部
の
特
徴
が
あ
る
。
仏
教
は
人
間
、
社

会
に
強
く
関
心
を
持
ち
、
仏
教
者
の
立
場
か
ら
人
間
観
、
社
会
観

を
探
究
し
続
け
て
い
る
。
そ
こ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
本
学
で
は
仏
教

以
外
の
多
様
な
立
場
か
ら
の
人
間
、
社
会
に
関
わ
る
研
究
の
知
見

を
尊
重
し
、
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、「
智
慧
と
慈
悲
の
実
践
」
を
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
教
育
を
展
開
し
て
き
た
。
そ
の
過
程
で
本

学
の
人
間
学
部
は
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
多
様
性
を
尊
重
す
る
基

盤
は
、
複
数
の
宗
派
の
仏
教
連
合
大
学
と
し
て
開
設
さ
れ
た
と
い

う
開
設
時
の
伝
統
も
影
響
し
て
い
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
２
０
２
４
年
度
に
新
設
さ
れ
た
人
間

学
部
は
、「
人
間
科
学
科
」
と
「
社
会
福
祉
学
科
」
の
２
学
科
で
構

成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

自
律
的
な
学
修
を
可
能
な
ら
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

2自
律
的
な
学
修
を
可
能
に
す
る
た
め
の
本
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
は
、
①
学
び
の
選
択
の
準
備
と
機
会
、
②
部
分
と
全
体
の
統
合
、

③
個
別
性
に
応
じ
た
最
適
化
が
大
き
な
特
徴
と
言
え
る
。

初
め
に
大
学
の
全
体
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
説
明
す
る
。［
図

２
］
が
、
大
学
全
体
に
お
け
る
大
学
共
通
教
育
科
目
と
学
部
学
科

の
専
門
教
育
科
目
の
関
連
で
あ
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
後
期
共
通

教
育
科
目
に
、
自
ら
の
目
指
す
人
材
像
に
合
わ
せ
て
複
数
の
履
修

モ
デ
ル
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
な
人
材
育
成
像
が
示
さ
れ
、

社
会
に
貢
献
す
る
た
め
の
知
識
の
修
得
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
社

会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
な
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
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そ
の
伝
統
が
１
０
０
年
近
く
続
い
て
い
る
。

こ
の
過
程
で
、
人
間
と
は
何
か
、
社
会
と
は
何
か
を
仏
教
も
包

含
し
つ
つ
、
多
様
な
視
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
た
め
の
学

部
と
し
て
、
人
間
学
部
が
１
９
９
３
年
に
創
設
さ
れ
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。

こ
こ
に
本
学
の
人
間
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。
仏
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仏
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。
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仏
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取
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入
れ
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ラ
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育
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た
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過
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間
学
部
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。
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基
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仏
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。
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０
２
４
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れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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す
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①
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③
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に
応
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適
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が
大
き
な
特
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と
言
え
る
。
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に
大
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の
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に
つ
い
て
説
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す
る
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］
が
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に
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る
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目
と
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の
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教
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目
の
関
連
で
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る
。
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べ
き
は
、
後
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共
通
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目
に
、
自
ら
の
目
指
す
人
材
像
に
合
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せ
て
複
数
の
履
修

モ
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ル
が
あ
る
こ
と
で
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る
。
具
体
的
な
人
材
育
成
像
が
示
さ
れ
、

社
会
に
貢
献
す
る
た
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の
知
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の
修
得
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
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に
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献
で
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よ
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に
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い
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る
。
就
職
に
つ
い
て
準
備
を
始
め
る
２
年
次
の
後
半
に
こ
の
後
期

共
通
教
育
科
目
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
あ
り
、
相
談
窓
口
も
設
置
さ
れ
、

そ
の
上
で
学
生
は
こ
れ
ら
の
コ
ー
ス
を
複
数
モ
デ
ル
か
ら
選
択
す

る
こ
と
も
、
選
択
し
な
い
（
学
部
・
学
科
の
学
び
を
優
先
す
る
）

こ
と
も
で
き
る
。

こ
の
後
期
共
通
教
育
科
目
を
選
択
す
る
準
備
と
し
て
、
前
期
共

通
教
育
科
目
や
、
他
学
部
の
学
問
を
学
ぶ
学
融
合
型
教
育
科
目
が

配
置
さ
れ
て
い
る
。
学
生
は
こ
の
よ
う
な
学
び
の
経
験
の
中
で
、
自

分
自
身
が
ど
の
よ
う
に
な
り
た
い
か
、
そ
の
た
め
に
何
を
学
ぶ
か

を
考
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
選
択
ま
で
の
準
備
と
し
て
、
多

様
な
視
点
に
基
づ
く
学
び
の
プ
ロ
セ
ス
が
用
意
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。人

間
学
部
の
教
育
的
特
徴

3人
間
科
学
科
で
は
、
人
間
と
社
会
に
焦
点
を
当
て
、
社
会
学
、
心

理
学
、
身
体
科
学
を
主
た
る
学
問
領
域
と
す
る
。
社
会
福
祉
学
科

は
、
人
間
の
支
援
や
福
祉
の
増
進
に
焦
点
を
当
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
や
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
、
社
会
政
策
等
を
主
た
る
学
問
領

域
と
す
る
。

［図２］大正大学の全体カリキュラム関連図
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そ
し
て
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
に
関
連
し
な
が
ら
、
個
別
に
、
ま

た
は
部
分
と
部
分
や
部
分
と
全
体
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ユ
ニ
ー

ク
な
学
問
領
域
を
展
開
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
人
間
科
学
科
で
は
心
理
、
社
会
、
身
体
科
学
の
各
知

見
と
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
や
所
属
す
る
集
団
な
ど
、
社
会
福
祉
学
科
で

は
個
別
、
集
団
、
地
域
で
の
援
助
と
そ
の
背
景
と
な
る
社
会
政
策

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
や
組
み
合
わ
せ
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

中
で
学
生
が
学
び
た
い
こ
と
を
自
ら
選
択
し
て
学
ぶ
。

つ
ま
り
本
学
部
は
、
人
間
に
関
連
す
る
学
問
に
つ
い
て
、
部
分

と
し
て
の
専
門
だ
け
で
な
く
、
各
研
究
領
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問

を
尊
重
し
、
部
分
と
全
体
の
中
か
ら
、
複
眼
的
、
統
合
的
に
自
分

な
り
の
人
間
学
を
学
び
得
る
学
部
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
自
律
的

な
学
修
の
基
盤
と
な
る
本
学
部
の
特
徴
で
あ
る
。

選
択
と
最
適
化
の
た
め
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

4本
学
部
の
教
育
の
特
徴
と
し
て
、
与
え
ら
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

受
動
的
に
選
択
す
る
の
で
は
な
く
、
学
生
個
人
が
自
分
に
と
っ
て

ふ
さ
わ
し
い
か
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
得
な
が
ら
主
体
的
に
選
択

で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

換
言
す
れ
ば
、
学
生
が
必
要
と
す
る
情
報
を
適
切
に
提
供
し
、
ま

た
授
業
や
対
話
の
中
で
、
そ
れ
が
学
生
に
と
っ
て
ど
う
な
の
か
の

振
り
返
り
を
丁
寧
に
行
っ
て
い
る
。

人
間
科
学
科
は
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
全
教
員
で
対
応
す

る
。
こ
れ
は
学
問
領
域
が
多
様
で
あ
る
た
め
、
来
訪
す
る
高
校
生

の
関
心
に
応
じ
、
学
部
・
学
科
の
選
択
を
す
る
た
め
の
情
報
提
供

に
ふ
さ
わ
し
い
教
員
が
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。

人
間
科
学
科
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
１
年
次
に
、

人
間
科
学
科
の
軸

と
な
る
学
問
で
あ

る
社
会
学
、
心
理

学
、
身
体
科
学
の

３
つ
の
基
礎
講
座

を
開
講
し
て
い
る
。

こ
の
意
図
は
、
学

生
が
入
学
当
初
に

興
味
関
心
を
持
っ

［写真１］心理学のグループワークの様子（人間科学科）
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そ
し
て
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
に
関
連
し
な
が
ら
、
個
別
に
、
ま

た
は
部
分
と
部
分
や
部
分
と
全
体
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ユ
ニ
ー

ク
な
学
問
領
域
を
展
開
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
人
間
科
学
科
で
は
心
理
、
社
会
、
身
体
科
学
の
各
知

見
と
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
や
所
属
す
る
集
団
な
ど
、
社
会
福
祉
学
科
で

は
個
別
、
集
団
、
地
域
で
の
援
助
と
そ
の
背
景
と
な
る
社
会
政
策

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
や
組
み
合
わ
せ
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

中
で
学
生
が
学
び
た
い
こ
と
を
自
ら
選
択
し
て
学
ぶ
。

つ
ま
り
本
学
部
は
、
人
間
に
関
連
す
る
学
問
に
つ
い
て
、
部
分

と
し
て
の
専
門
だ
け
で
な
く
、
各
研
究
領
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問

を
尊
重
し
、
部
分
と
全
体
の
中
か
ら
、
複
眼
的
、
統
合
的
に
自
分

な
り
の
人
間
学
を
学
び
得
る
学
部
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
自
律
的

な
学
修
の
基
盤
と
な
る
本
学
部
の
特
徴
で
あ
る
。

選
択
と
最
適
化
の
た
め
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

4本
学
部
の
教
育
の
特
徴
と
し
て
、
与
え
ら
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

受
動
的
に
選
択
す
る
の
で
は
な
く
、
学
生
個
人
が
自
分
に
と
っ
て

ふ
さ
わ
し
い
か
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
得
な
が
ら
主
体
的
に
選
択

で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

換
言
す
れ
ば
、
学
生
が
必
要
と
す
る
情
報
を
適
切
に
提
供
し
、
ま

た
授
業
や
対
話
の
中
で
、
そ
れ
が
学
生
に
と
っ
て
ど
う
な
の
か
の

振
り
返
り
を
丁
寧
に
行
っ
て
い
る
。

人
間
科
学
科
は
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
全
教
員
で
対
応
す

る
。
こ
れ
は
学
問
領
域
が
多
様
で
あ
る
た
め
、
来
訪
す
る
高
校
生

の
関
心
に
応
じ
、
学
部
・
学
科
の
選
択
を
す
る
た
め
の
情
報
提
供

に
ふ
さ
わ
し
い
教
員
が
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。

人
間
科
学
科
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
１
年
次
に
、

人
間
科
学
科
の
軸

と
な
る
学
問
で
あ

る
社
会
学
、
心
理

学
、
身
体
科
学
の

３
つ
の
基
礎
講
座

を
開
講
し
て
い
る
。

こ
の
意
図
は
、
学

生
が
入
学
当
初
に

興
味
関
心
を
持
っ
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た
学
問
領
域
に
特
化
さ
せ
て
い
く
の
で
は
な
く
、
視
野
を
広
げ
て

も
ら
う
こ
と
に
あ
る
。

２
年
次
に
は
、
調
査
法
や
実
験
法
な
ど
の
科
学
的
な
研
究
方
法

に
つ
い
て
実
習
を
通
し
て
体
験
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
領

域
を
幅
広
く
学
修
し
て
い
く
。
そ
の
よ
う
な
過
程
で
、
学
生
の
興

味
関
心
を
明
確
化
し
な
が
ら
、
３
年
次
以
降
の
専
門
的
な
学
び
へ

と
移
行
し
て
い
く
。

３
年
次
以
降
の
専
門
的
な
学
び
に
お
い
て
も
、
学
生
は
既
存
の

学
問
を
選
択
す
る
の
で
は
な
い
。
２
年
次
ま
で
に
培
っ
た
複
眼
的

な
視
点
を
武
器
と
し
て
、
既
存
の
学
問
に
は
な
い
新
た
な
視
点
で

卒
業
論
文
の
研
究
を
行
っ
て
い
く
。
す
な
わ
ち
３
年
次
、
４
年
次

と
学
年
が
進
ん
で
い
く
に
つ
れ
、
学
生
は
自
ら
意
識
し
な
く
と
も

複
眼
的
な
思
考
を
修
得
し
て
い
き
な
が
ら
、
既
存
の
学
問
領
域
の

専
門
家
で
あ
る
教
員
と
対
話
を
重
ね
て
い
く
。
そ
こ
か
ら
科
学
的

な
方
法
を
適
切
に
用
い
た
新
た
な
視
点
で
の
研
究
を
生
み
出
し
て

い
く
。
こ
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
、
学
生
に
と
っ
て
学
問
が
最
適

化
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
学
術
的
に
も
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
高
い

卒
業
論
文
が
誕
生
す
る
の
で
あ
る
。

社
会
福
祉
学
科
で
は
、
１
年
次
か
ら
２
年
次
に
か
け
て
、
専
門

職
の
資
格
を
目
指
す
か
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る
中
で
資

格
に
と
ら
わ
れ
ず
社
会
で
貢
献
す
る
た
め
の
学
修
を
す
る
か
、
そ

の
選
択
に
つ
い
て
、
入
学
後
の
状
況
も
踏
ま
え
て
丁
寧
な
対
話
を

行
う
。
自
分
に
と
っ
て
の
社
会
福
祉
と
は
何
か
に
向
き
合
う
た
め

で
あ
る
。

１
年
次
の
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
お
い
て
、
基
礎
的
な
知
識
の
習

得
、
体
験
的
な
学
び
等
を
踏
ま
え
、
多
様
な
領
域
の
卒
業
生
を
ゲ

ス
ト
と
し
て
招
聘
し
、
具
体
的
な
モ
デ
ル
を
見
せ
る
。
そ
の
上
で

複
数
の
教
員
が
個
別
に
面
談
を
行
う
。
２
年
次
に
は
、
資
格
を
目

指
す
コ
ー
ス
と
資
格
以
外
の
学
修
を
す
る
コ
ー
ス
に
分
か
れ
る
が
、

そ
こ
で
の
学
修
を
踏
ま
え
て
教
員
と
面
談
し
、
他
の
コ
ー
ス
に
移

る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
多
様
な
経
験
や
複
眼
的
な
視
点
の
獲
得
、

他
者
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
る
、
学
生
の
揺
ら
ぎ
や
調
整
を
尊
重
し

た
い
た
め
で
あ
る
。

３
年
次
に
は
、
こ
こ
ま
で
に
選
ん
だ
コ
ー
ス
か
ら
、
さ
ら
に
自
ら

が
関
心
の
あ
る
領
域
に
関
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
（
ゼ
ミ
）

や
、
実
習
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
を
選
択
で
き
る
。
こ
れ
ら
の

過
程
を
経
る
か
ら
こ
そ
、
４
年
次
の
卒
業
論
文
が
主
体
的
な
学
修

の
積
み
重
ね
の
成
果
と
し
て
結
実
す
る
。

こ
の
よ
う
に
本
学
部
で
は
、
多
様
な
選
択
肢
の
中
で
選
ぶ
、
選
ん

だ
内
容
を
学
修
す
る
、
学
修
の
経
験
に
基
づ
き
自
分
に
と
っ
て
ど

し
ょ
う
へ
い
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明日への試み

う
か
を
考
え
る
、
そ
の
上
で
さ
ら
に
自
分
自
身
に
と
っ
て
の
最
適

化
を
行
う
こ
と
を
意
識
し
た
教
育
を
実
践
し
て
い
る
。

さ
ら
に
両
学
科
と
も
、
２
年
次
の
秋
学
期
に
３
年
次
以
降
に
参

加
す
る
ゼ
ミ
等
の
選
択
を
す
る
。
そ
の
過
程
で
後
期
共
通
教
育
科

目
と
も
連
動
し
、
学
生
た
ち
は
自
分
の
関
心
や
状
況
に
応
じ
、
複

層
的
で
多
様
な
選
択
肢
の
中
で
、
３
年
次
以
降
の
学
び
を
選
択
で

き
る
の
で
あ
る
。

「
智
慧
と
慈
悲
の
実
践
者
」と
し
て

5本
学
部
の
目
指
す
学
び
は
、
自
律
的
に
学
び
た
い
こ
と
を
選
び
、

そ
こ
で
知
識
や
技
能
を
得
て
、
自
身
の
活
躍
し
た
い
場
所
を
検
討

す
る
。
そ
の
経
験
に
基
づ
き
、
活
躍
し
た
い
場
所
と
自
分
自
身
を

関
連
付
け
な
が
ら
自
ら
の
学
修
の
最
適
化
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
結
果
だ
け
で
は
な
く
、
学
生
時
代
に
そ
の
試
行
錯

誤
を
す
る
過
程
で
、
自
分
な
り
の
選
択
や
最
適
化
と
は
何
か
を
学

び
、
卒
業
後
も
社
会
や
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
変
化
に
応
じ
て
、
ま

た
は
何
か
し
ら
に
つ
ま
ず
い
た
と
き
に
、
自
律
的
な
選
択
と
最
適

化
を
で
き
る
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。

本
学
部
の
自
律
的
な
学
び
と
は
、
学
生
の
選
択
を
可
能
な
限
り

最
大
化
す
る
セ
ミ
オ
ー
ダ
ー
の
教
育
を
一
歩
超
え
、
自
分
自
身
で

生
き
方
を
つ
く
り
上
げ
、
人
間
と
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
を
育
成

す
る
教
育
へ
の
発
展
を
強
く
意
識
し
て
い
る
。

こ
の
教
育
の
意
図
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
で
、
多
様
な
「
智
慧
と

慈
悲
の
実
践
者
」
と
し
て
、
学
生
が
生
涯
に
わ
た
り
人
間
、
社
会

に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
、
本
学
部
の
教
育
の
望
み
で
あ
る
。
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